




















研究目的 

 最近の新生児医療の進歩はめざましく,死亡率の減少と後遺症なき生存(intact 

survival)に大きな成果をあげ,出生体重 500g～750g 台の超未熟児の生存も稀ではなくな

ってきた。しかしながら,日常診療の場においても未だ未解決の問題も多く,また,児の生存

率の向上に伴い新たな問題も出現してきた。昭和 58年～60 年度の三年間を費やし,これら

諸問題について研究班が組織され検討を重ね,成果をあげた。しかし,これらの問題は全て

が解決されたわけではなく,依然として研究を続ける必要がある。そこで,再び「新生児管

理における諸問題の総合的研究」研究班が組織され,研究が行われることになった。今回の

研究班においては,Ⅰ．新生児乳児のビタミンＫ欠乏症の予防に関する研究,Ⅱ.新生児の栄

養代謝に関する研究，Ⅲ．核黄疸の予防に関する研究，Ⅳ．新生児の循環適応に関する研

究,Ⅴ．NICU 退院児のホームケアシステムに関する研究,Ⅵ.新生児の呼吸管理に関する研

究,Ⅶ．新生児の頭蓋内出血に関する研究,Ⅷ.新生児の感染症に関する研究,Ⅸ.未熟児網膜

症の予防に関する研究,Ⅹ.周産期低酸素症の予防に関する研究,XI.健康新生児の管理に関

する研究の 11 のテーマについての研究が行われる。 

 本年度は初年度であるため,新しいテーマについてはデータの収集,蓄積及び分析などを

主として行い,過去三年間よりの継続したテーマについては過去の研究を踏まえての研究

が行われた。 


